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利
根
川
の
基
本
高
水
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

平
成
二
十
二
年
十
月
二
十
六
日
付
け
の
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
六
第
六
〇
号
）
「
五
に
つ
い
て
」
に
よ
る
と
、
「
平
成
十

年
九
月
洪
水
の
実
測
値
を
再
現
す
る
た
め
に
国
土
交
通
省
が
用
い
た
モ
デ
ル
の
Ｋ
値
、
Ｐ
値
、
一
次
流
出
率
、
遅
滞
時
間
と
飽

和
雨
量
一
百
二
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
用
い
て
再
計
算
す
る
と
基
本
高
水
は
ど
の
よ
う
な
値
に
な
る
か
。
」
と
い
う
問
い
に
対

し
て
、
「
当
該
値
の
計
算
に
係
る
作
業
等
に
時
間
を
要
す
る
た
め
、
回
答
は
困
難
」
と
の
旨
あ
る
が
、
国
土
交
通
省
は
す
で
に

こ
の
計
算
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。


